
　

発行
昭和31年10月1日

　

第28号

印刷松浦印刷所 大野 市報

　　

発行所
福井県大野市役所

　　

編集人
大野市役所総務課

　　

広報係
電話代表大野900番

一
般
会
計

追
加
更
正

ｎ
出
回
同
＝

第
1
6
回
定
例
市
議
会

七
千
七
百
十
七
万
余
円

第
十
六
回
定
例
市
議
会
は
、

九
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時

三
十
分
か
ら
下
庄
出
張
所
で

開
か
れ
、
本
年
度
一
般
会
計

追
加
更
正
予
算
案
七
千
七
百

十
七
万
七
千
四
百
八
十
六
円

外
十
六
議
案
を
可
決
、
市
長

の
選
任
に
よ
る
新
教
育
委
員

の
同
意
、
正
、
副
議
長
の
改

選
が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
開
会
を
宜
し
、
市
長
の

あ
い
さ
っ
の
あ
と
報
告
第
四
号
起

債
償
還
方
法
変
更
の
件
を
承
認
。

議
案
第
二
十
七
号
、
大
野
市
一
般

会
計
昭
和
三
十
一
年
度
追
加
更
正

予
算
案
を
上
程
、
池
田
助
役
の
提

案
理
由
の
説
明
が
あ
っ
て
、
十
二

時
四
十
五
分
一
た
ん
休
憩
。

　

午
後
一
時
三
十
五
分
再
開
、
議

案
第
三
十
号
教
育
委
員
の
選
任
を

除
く
、
十
五
議
案
を
一
括
上
程
、

提
案
理
由
を
説
明
の
の
ち
二
時
か

ら
一
般
質
問
に
入
っ
た
。

　

午
後
三
時
十
分
、
第
三
十
号
議

案
を
除
き
十
六
議
案
を
原
案
通
り

可
決
し
、
同
三
時
二
十
分
、
議
事

日
程
の
時
間
延
長
を
決
め
て
全
員

協
議
会
に
移
り
、
同
五
時
二
十
分

本
会
議
を
再
開
、
市
長
よ
り
、
市

民
注
目
の
新
教
育
委
員
五
名
を
選

任
し
て
、
議
会
の
同
意
を
え
た
。

新
教
育
委
員
は
次
の
通
り
。

　

宮
田
開
造
（
七
〇
）
西
一
番

小
林
利
右
衛
門
（
児
）
牛
が
原

杉
本
憲
治
（
毘
）
木
本

松
田
彦
一
郎
（
究
）
森
目

寺
島
利
鏡
（
温
）
南
新
在
家

（
写
真
は
岸
本
議
長
の
就
任
あ
い

さ
つ
）

童
顔
を
ほ
こ
ろ
ぱ
せ

　

と
し
よ
り
の
日
に
ち
な
み
大

野
公
民
館
、
婦
人
会
、
青
年
団

の
共
催
で
、
十
五
日
午
前
十
時

か
ら
大
野
公
民
館
で
敬
老
会
を

催
し
た
。

　

大
野
地
区
在
住
の
七
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
二
百
五
十
九
名

の
ら
ち
二
百
四

十
名
が
自
動
車

で
の
送
り
迎
え

で
出
席
さ
れ
た
。

　

午
前
中
は
来
賓
の
お
祝
い
の

言
葉
、
泉
桂
氏
の
浪
曲
、
そ
れ

に
婦
人
会
員
が
総
出
で
作
ら
れ

た
丹
精
の
中
食
で
す
っ
か
り
老

人
方
は
喜
ば
れ
た
。

　

午
後
は
幼
稚
園
の
園
児
、
婦

人
会
員
の
踊
り
、
有
志
の
か
く

し
芸
な
ど
盛
た
く
さ
ん
な
余
興

で
、
久
し
ぶ
り
に
楽
し
い
一
日

を
送
り
、
い
と
も
朗
か
に
迎
え

の
自
動
車
で
家
路
に
つ
い
た
。

　

十
五
日
は
と
し
よ
り
の
日
、

こ
れ
か
ら
一
週
間
は
と
し
よ
り

の
福
祉
週
間
で
あ
る
。
若
い
人

た
ち
に
、
老
人

福
祉
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
さ

せ
、
敬
老
の
精
神
を
高
め
よ
う

と
い
う
の
が
こ
の
趣
旨
で
あ
る

　

長
い
人
生
を
多
く
の
困
難
と

た
た
か
い
さ
ま
ざ
ま
の
尊
い
経

験
を
積
ん
で
今
日
の
社
会
を
築

い
た
功
績
は
実
に
大
き
い
。
今

は
疲
れ
た
体
を
変
化
の
少
い
家

庭
で
静
か
に
余
生
を
送
つ
て
い

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
私
達
は

い
つ
も
敬
い
と
い
た
お
り
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

（
写
真
は
婦
人
会
員
の
接
待

　

を
受
け
る
お
と
し
よ
り
）

岸
本
、
西
川
の
両
氏
に

　

議
長
、
副
議
長
そ
れ
ぞ
れ
改
選

第
十
六
回
定
例
市
議
会
の
議
事
が
終
る
直
前
、
土
田
副
議
長
の

辞
表
と
と
も
に
松
田
議
長
も
辞
意
を
表
明
し
た
。

　

こ
の
た
め
仮
議
長
を
山
本
議
員

に
決
め
、
議
事
の
進
行
に
当
っ
た

松
田
議
長
お
よ
び
土
田
副
議
長
の

辞
表
を
受
理
す
る
こ
と
を
決
議
し

新
議
長
の
選
任
の
方
法
を
は
か
っ

た
と
こ
ろ
、
選
挙
と
決
定
し
、
投

票
の
結
果
、
岸
本
達
也
氏
が
当
選

岸
本
議
長
は
就
任
あ
い
さ
っ
の
の

ち
議
長
席
に
着
き
、
m
議
長
の
選

任
の
方
法
を
は
か
り
選
挙
を
行
う

事
と
な
っ
て
西
川
文
右
衛
門
氏
に

決
ま
っ
た
。

西川文右衛門氏

　

市
長
、
川
崎
総
務
委
員
長
か
ら

は
前
正
、
副
議
長
に
対
し
両
氏
の

残
し
た
功
績
に
謝
意
を
述
べ
、
新

正
、
副
議
長
に
も
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
て
六
時
五
十
分
閉
会
し
た
。

今月の行事

二
日
（
火
）
大
野
地
区

　

忠
魂
碑
慰
・
釜
祭

上
旬
秋
季
清
掃
大

　

野
地
区
、
下
庄
地
区
の

　

一
部

十
六
日
（
火
）
戸
籍
事
務

　

研
究
会
（
本
庁
）

中
旬
小
売
物
価
調
査

下
旬
赤
ち
ゃ
ん
ユ
ン
ク
ー
ル

　

表
彰
式

″
木
工
関
係
塗
装
講
習
会

風
見
鶏

　

日
本
の

国
は
良
い

国
だ
と
、

外
国
か
ら
来
た
人
達
は
必
ず
ほ
め

て
帰
る
。
奄
っ
と
も
お
せ
じ
で
い

う
人
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
中
に
は

心
か
ら
ほ
め
る
人
も
い
る
だ
ろ
う

▼
日
本
が
良
い
国
だ
と
い
う
理
由

と
し
て
は
、
人
情
が
あ
っ
い
、
景

色
が
良
い
な
ど
の
ほ
か
に
、
気
候

の
変
化
を
あ
げ
る
事
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
春
霞
、
夏
の
夕
暮
、
秋
時

雨
、
冬
の
雪
な
ど
四
季
と
り
ど
り

の
気
候
の
変
化
は
、
一
年
中
、
気

候
の
変
化
し
な
い
国
か
ら
来
た
人

々
に
は
、
実
に
珍
し
く
感
ず
る
だ

ろ
う
▼
昔
か
ら
健
康
の
理
想
的
な

状
態
と
し
て
「
頭
寒
足
熱
」
と
い

ら
言
葉
か
お
る
。
頭
が
冷
え
て
腰

や
足
が
温
い
ほ
ど
健
康
だ
と
い
う

わ
け
だ
が
、
日
本
の
国
を
人
体
に

な
ぞ
ら
え
る
と
、
こ
の
頭
寒
足
熱

に
な
る
。
し
か
し
北
の
樺
太
、
千

島
は
ソ
連
の
、
絹
の
沖
繩
は
ア
メ

リ
カ
の
そ
れ
ぞ
れ
治
下
に
あ
る
の

で
は
「
頭
涼
足
温
」
程
度
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
、
▼
四
季
の
中
で

秋
を
好
む
人
が
日
本
人
に
多
い
の

は
、
今
流
行
の
ド
ラ
イ
見
立
て
で

ゆ
く
と
、
日
本
人
に
は
ウ
エ
ッ
ト

が
多
い
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
北
陸

で
は
秋
が
非
常
に
短
い
。
こ
の
間

玄
で
ヒ
ヾ
ワ
リ
が
咲
き
、
蝉
が
た

い
て
い
た
と
思
っ
た
ら
、
い
っ
の

間
に
か
雪
が
降
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
北
陸
人
に
と
っ
て
は
秋
が
貴
重

な
季
節
に
な
る
。
十
月
、
こ
の
音

重
な
季
節
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
楽
L

み
た
い
。



各
常
任
委
員
決
ま
る

監
査
委
員
に
宮
田
氏
を
再
選

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
な
い
さ
し
あ

た
り
議
会
の
常
任
委
員
会
条
例
の
改
正
、
任
期
満
了
と
な
つ
た

監
査
委
員
の
選
任
の
た
め
、
八
月
三
十
一
日
午
前
十
一
時
五
十

分
、
下
庄
出
張
所
で
第
十
五
回
臨
時
市
議
会
が
開
か
れ
た
。

　

午
前
十
一
時
五
十
分
開
会
、
市
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
て
、
一
た
ん
休

憩
、
午
後
一
時
再
開
、
議
案
第
二
十

六
号
、
大
野
市
監
査
委
員
選
任
の
同

意
に
つ
い
て
、
任
期
満
了
と
な
っ
た

宮
田
開
造
氏
の
再
選
に
同
意
し
、
全

員
協
議
会
に
入
っ
た
。
午
後
二
時
三

十
分
木
会
議
を
開
き
、
議
案
第
二
十

五
号
（
大
野
市
議
会
常
任
委
員
会
お

よ
び
特
別
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

に
っ
い
て
）
を
上
程
、
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
ょ
る
市
条
例
の
一
部

改
正
と
新
常
任
委
員
を
選
任
し
た
。

　

従
前
は
八
つ
の
常
任
委
員
会
よ
り

成
り
、
議
長
、
副
議
長
は
常
任
委
員

よ
り
除
か
れ
て
い
た
の
が
、
今
回
の

改
正
で
総
務
委
員
会
、
産
業
経
済
委

員
会
、
建
設
委
員
会
、
教
育
民
生
委

員
会
の
四
常
任
委
員
会
を
構
成
し
、

正
副
議
長
と
も
委
員
会
に
加
わ
る
事

に
な
っ
た
。
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
選
考
委
員
五
人
を
選
ん
で
行
う

こ
と
。
お
よ
び
選
考
委
員
は
選
挙
で

決
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

選
考
委
員
に
は
兼
井
、
土
屋
、
土

城
、
明
石
、
石
田
の
各
議
員
が
当
選

し
、
常
任
委
員
選
考
の
結
果
を
議
会

事
務
局
長
が
報
告
、
次
の
通
り
決
定

し
た
。

　

（
④
は
正
○
は
副
委
員
長
）

▼
総
務
委
員
④
川
崎
港
、
○
四

方
憲
二
、
西
川
文
右
衛
門
、
山
川
普

筒
井
金
作
、
土
城
甫
、
面
屋
重
雄
、

稲
津
忠
右
衛
門

▼
産
業
経
済
委
員
④
松
田
操
、

○
土
屋
栄
、
岸
本
達
也
、
明
石
甚
兵

衛
、
森
嶋
開
造
、
近
藤
叉
右
衛
門
、

土
田
信
平

▼
建
設
1
員
④
松
木
甚
蔵
、
○

山
木
武
、
杉
川
三
助
、
砂
子
貞
吉
、

爾
正
雄
、
井
野
部
裕
原
健
場

▼
教
育
委
員
④
大
温
原
政
治
．

0
石
田
政
治
、
松
田
確
大
郎
、
兼
井

彦
左
衛
門
、
加
藤
哲
治
郎
、
白
崎
吉

二
、
神
田
一
栄
、
安
川
清
※

※
委
員
長
、
副
委
員
長
は
各
委
員

　

会
で
互
選
し
た
。

錘拙⑨

　

第
十
六
回
定
例

市
議
会
の
山
と
も

い
わ
れ
る
本
年
度

一
般
会
計
第
一
次

追
加
更
正
予
算
の

ほ
と
ん
ど
が
補
助

事
業
で
、
本
年
度

当
初
予
算
編
成
の

と
き
補
助
額
が
未

決
定
で
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
こ
ん
ど

確
定
し
た
も
の
を
計
上
し
た
。
そ
の

あ
ら
ま
し
は

　

教
育
関
係
二
千
八
百
九
万
六
千

円
で
、
こ
の
主
な
も
の
は
下
庄
小
学

校
第
一
期
事
業
繰
越
分
お
よ
び
鉄
材

の
値
上
り
分
二
千
三
百
十
五
万
九
千

円
、
上
庄
小
学
校
講
堂
改
築
不
足
分

と
上
庄
中
学
校
寄
宿
舎
の
建
築
分
三

百
十
六
万
八
千
円
、
そ
の
他
と
な
っ

て
い
る
。

　

土
木
関
係
八
百
十
万
円
こ
の

う
ち
都
市
計
画
費
七
百
九
十
六
万
七

千
円
、
工
事
は
春
日
線
、
七
間
線
、

善
導
寺
川
、
駅
前
広
場
で
あ
る
。

　

農
業
関
係
五
百
二
十
六
万
円

士
地
改
良
事
業
費
四
百
九
十
万
九
千

円
で
、
主
な
工
事
は
小
団
地
整
備
事

業
で
農
道
六
線
、
用
排

水
路
二
線
、
牧
野
一
ヵ

所
。
林
道
一
本
で
あ
る

　

商
工
業
関
係
二
百

十
一
万
円
部
所
電
話

架
設
費
の
追
加
百
五
十

万
円
そ
の
他
で
あ
る
。

　

社
会
労
働
施
設
関
係

六
百
四
十
四
万
八
千
円

こ
の
内
五
百
六
十
九
万

七
千
円
を
市
営
住
宅
建

築
費
に
当
て
、
二
十
戸

の
市
営
住
宅
建
築
分
が

計
上
し
て
あ
る
。

　

林
業
関
係
一
千
七

百
八
十
万
円
奥
地
林

道
二
線
お
よ
び
県
単
林

道
七
線
が
主
な
も
の
で

あ
る
。

　

公
債
費
関
係
起
債
償
還
五
百
二

十
五
万
六
千
円
起
債
利
子
二
百
九

十
九
万
二
千
円
で
あ
る
。

　

歳
入
は
国
の
補
助
金
が
一
千
三

百
七
十
六
万
九
千
円
、
県
補
助
金
九

百
八
十
四
万
円
、
寄
附
金
一
千
三
十

万
三
千
円
、
繰
越
金
三
百
五
十
五
万

六
干
円
、
雑
収
入
一
千
二
百
十
八
万

一
千
円
、
市
債
一
千
六
百
三
十
五
万

円
、
市
税
八
百
六
十
七
万
七
千
円
、

地
方
交
付
税
二
百
五
十
万
円
で
あ
る

予
算
の
総
額
は
グ
ー
フ
フ
で
眺
め
て
い

た
だ
こ
う
。

大野市一般會計

1解I説
火
葬
料
の
値
上
げ

　

第
十
六
回
定
例
市
議
会

に
上
程
し
た
主
な
議
案
に

っ
い
て
簡
単
に
解
説
し
よ

う
。
（
追
加
更
正
予
算
関

係
は
「
グ
ー
フ
フ
を
な
が
め

て
」
を
参
照
）

　

議
案
第
二
十
八
号
は
下
庄
小
学
校

改
築
工
事
第
一
、
第
二
期
分
お
よ
び

　

議
案
第
二
十
九
号
は
蕨
生
小
学
校

改
築
工
事
の
契
約
を
市
契
約
条
例
に

基
い
て
議
会
の
議
決
を
え
た
も
の
で

あ
る
。

　

議
案
第
三
十
一
号
は
自
治
法
改
正

に
基
い
て
大
野
市
議
会
定
例
会
条
例

を
決
め
定
例
会
の
回
数
を
年
四
回
と

定
め
た
。

　

議
案
第
三
十
二
号
は
印
鑑
粂
例
の

一
部
を
改
正
「
本
市
に
住
所
を
有
し

住
民
票
お
よ
び
外
国
人
登
録
原
票
に

登
載
さ
れ
て
い
る
者
」
に
改
め
ら
れ

た
。

　

議
案
第
三
十
四
号
は
市
営
火
葬
場

使
用
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て
十

月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
に
改
め
ら

れ
る
。

　

満
十
六
歳
以
上
一
屍
に
つ
き
七
百

円
を
千
円
に
、
満
七
歳
以
上
満
十
六

歳
未
満
は
五
百
円
を
七
百
円
に
、
満

六
歳
以
下
は
三
百
円
を
五
百
円
に
、

死
産
児
お
よ
び
流
威
児
は
百
円
を
百

五
十
円
に
、
胎
盤
一
個
に
つ
き
百
円

乙
h
五
十
円
に
改
正
さ
れ
た
。

　

議
案
第
三
十
五
号
は
上
庄
、
乾
側

阪
谷
地
X
に
あ
る
隔
離
病
舎
が
老
朽

甚
だ
し
い
の
で
こ
れ
ら
を
廃
し
て
大

野
病
舎
に
統
合
す
る
こ
と
。

造林補助金の

申請をはやく

　

植
林
の
季
節
が
来
ま
し

た
。
植
林
を
た
く
さ
ん
し

て
い
た
だ
／
、
た
め
。
一
反

当
り
約
一
千
二
百
円
の
補

助
金
が
出
ま
す
。
植
付
を

完
了
し
た
方
は
す
ぐ
市
役

所
出
張
所
ま
た
は
森
林
組
合
へ
植
付

完
了
届
を
出
し
て
下
さ
い

　

昭
和
三
十
二
年
度
の
造
林
補
助
金

交
付
申
請
書
を
、
十
月
二
十
日
ま
で

に
出
張
所
ま
た
は
森
林
組
合
へ
申
込

ん
で
下
さ
い
。

第
二
回
農
林
産
物

品
評
会
決
ま
る

　

第
二
回

目
の
大
野

市
農
林
産

物
品
評
会
が
、
十
一
月
二
、
三
の
両

日
、
有
終
酉
校
で
開
か
れ
る
。
ふ
る

っ
て
出
品
参
加
し
て
下
さ
い
。

一
、
主
催
市
お
よ
び
市
内
各
農
協

二
、
出
品
者
の
資
格
市
内
に
お
い

　

て
農
林
業
を
営
む
農
家

三
、
出
品
申
込
各
1
協
に
お
い
て

一
括
取
り
ま
と
め
て
農
務
課
に
申
込

む
こ
と
（
詳
細
は
各
農
協
へ
）

四
、
出
品
物
の
範
囲
お
よ
び
数
量

◇
穀
物
米
一
俵
そ
の
他
一
升

◇
い
も
類
甘
藷
二
貫
馬
鈴
薯
二
貫

黒
ず
六
貫
◇
根
菜
類
大
根
二
貫

人
蓼
一
貫
ゴ
ポ
ウ
ー
貫
そ
の
他

一
貫
◇
葉
菜
類
白
菜
三
個
甘

藍
三
個
玉
葱
二
貫
葱
一
貫
そ

の
他
五
〇
〇
匁
◇
果
実
類
柿
一

個
栗
一
升

胡
瓜
十
本
南

瓜
二
個
菜
豆

類
一
升
◇
林

産
物
木
炭
一

俵
わ
さ
び
百

匁
し
い
た
け

百
匁
苗
木
十

本
◇
藁
工
品

繩
一
丸
菰
五

枚
そ
の
他

五恩命記名
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冬
作
物

の
ハ
屁
お

よ
び
定
栢

期
が
き
た

腿
子
の
準
備
。
整
地
、
作
う
ね
、
施

肥
な
ど
計
画
的
に
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

裏
作
の
う
ね
立
雨
降
り
ま
た
は

そ
の
直
後
な
ど
、
土
じ
よ
う
の
過
湿

の
時
は
あ
と
あ
と
ま
で
作
物
に
わ
る

い
影
響
を
与
え
る
か
ら
や
め
よ
う
。

　

裏
作
物
の
肥
料
裏
作
物
は
勿
揃

表
作
水
稲
を
含
め
て
、
水
m
の
地
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
た
い
き
ゅ
う

肥
三
〇
〇
貫
以
上
、
更
に
石
灰
三
〇

貫
以
上
を
施
用
す
る
こ
と
、
肥
料
は

い
か
な
る
作
物
で
も
畑
に
栽
培
す
る

場
合
に
比
べ
て
、
水
田
裏
作
で
は
二

三
割
よ
け
い
ほ
ど
こ
す
こ
と
。

　

麦
の
ハ
種
ハ
屁
凶
聞
は
最
近
の

暖
冬
を
考
え
る
と
。
山
間
部
は
十
月

上
旬
が
よ
い
。
ハ
腿
は
反
当
り
五
～

六
升
、
う
ね
幅
は
四
～
五
尺
五
寸
が

適
当
で
あ
る
。
畑
作
で
は
、
三
～
四

升
ま
き
、
裏
作
で
は
七
升
ま
き
位
が

よ
い
。

　

な
種
の
定
植
仮
植
床
期
間
三
十

日
位
で
、
遅
く
と
も
、
十
月
下
旬
ま

で
に
は
本
圃
に
定
植
す
る
。
植
付
は

な
る
べ
く
詩
天
の
日
を
選
び
、
苗
の

大
き
さ
を
分
け
て
植
付
け
る
。
植
付

本
数
は
、
反
当
り
四
千
本
を
下
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。

　

発
芽
抑
制
剤
ク
ロ
ロ
ー
P
C
の
使

用
畑
や
水
田
裏
4
の
タ
マ
ネ
ギ
、

ヾ
メ
、
そ
菜
な
ど
？
り
ち
、
科
本
科

雑
草
（
ス
ズ
タ
の
テ
ッ
ポ
）
な
ど
を

駆
除
す
る
の
に
用
い
る
。
使
用
方
法

は
木
剤
三
〇
〇
C
C
を
、
水
六
斗
に

と
か
し
て
一
回
歩
に
ま
く
、
本
剤
瞳

発
芽
し
よ
・
り
と
す
る
縫
子
や
、
発
根

し
た
ば
か
り
の
根
に
働
い
て
枯
ら
す

の
で
、
雑
草
の
発
芽
前
に
土
に
均
一

に
散
布
す
る
。
気
温
が
低
く
土
の
湿

り
が
あ
る
と
き
に
効
果
が
多
い
。

教
育
委
員
会
法

改
正
の
あ
ら
ま
し

③

　

△
委
員
の
任
期
委
員
の
任
期
は

四
年
で
、
最
初
に
任
命
さ
れ
る
委
員

は
、
二
人
は
四
年
、
一
人
は
三
年
、

一
人
は
二
年
、
一
人
は
一
年
と
し
、

各
委
員
の
任
期
は
、
地
方
公
共
団
体

の
長
が
定
め
る
。

　

△
委
員
の
罷
免
公
選
制
か
ら
任

命
制
に
な
っ
た
の
に
伴
な
い
、
次
の

よ
う
な
場
合
は
委
員
を
罷
免
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

①
心
身
に
故
障
の
あ
る
場
合

　

（
J
）
非
行
の
あ
る
場
合

　

③
同
一
政
党
一
所
屡
者
が
過
半
数
を

　

占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き

　

△
委
員
の
兼
職
の
禁
止
委
員
は

地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
、
も

し
く
は
長
、
地
方
公
共
団
体
に
執
行

機
関
と
し
て
置
か
れ
る
委
員
会
の
委

員
も
し
く
は
委
員
、
ま
た
は
地
方
公

共
団
体
の
常
勤
の
職
員
を
兼
ね
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

　

△
委
員
長
委
員
の
う
ち
か
ら
委

員
長
を
選
挙
し
、
任
期
は
一
年
で
、

再
選
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
委
員
長

は
教
育
委
員
会
の
会
議
を
つ
か
さ
ど

り
、
教
育
委
員
会
を
代
表
す
る
。
委

員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
ま
た
は
委

員
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
教
育
委
員
会
の
指
定
す
る
委
員
が

そ
の
職
を
行
う
。

　

△
会
議
教
育
委
員
会
の
会
議
は

委
員
長
が
招
集
し
、
委
員
長
お
よ
び

在
任
委
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な

け
れ
ば
会
議
を
開
き
、
議
決
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
教
育
委
員
会
の

会
議
の
講
事
は
出
席
議
員
の
過
半
数

で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
委
員

長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

△
教
育
長
教
育
委
員
会
に
教
育

長
を
置
き
、
委
員
会
は
委
員
の
う
ち

か
ら
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
承
認

を
得
て
数
育
長
を
任
命
す
る
。
任
期

は
委
員
の
任
期
間
中
在
任
す
る
。
軟

育
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
ま
た
教

育
長
が
欠
け
た
と
き
は
あ
ら
か
じ
め

教
育
委
員
会
の
指
定
す
る
事
務
局
の

職
員
が
そ
の
職
務
を
行
う
。

　

△
職
務
権
限
改
正
に
と
も
な
い

地
方
公
共
団
体
の
長
に
移
っ
た
職
務

権
限
の
主
な
も
の
は
、
教
育
財
産
を

取
得
す
る
こ
と
、
教
育
委
員
会
の
所

掌
に
係
る
事
碩
に
関
す
る
契
約
を
陪

ぶ
こ
と
。
教
育
委
員
会
の
所
掌
に
係

る
事
項
に
関
す
る
収
入
お
よ
び
支
出

を
命
令
す
る
こ
と
。
教
育
財
産
は
地

方
公
共
団
体
の
長
総
括
の
下
に
教
育

委
員
会
が
管
理
す
る
こ
と
。

市民の明るい動き⑥

山
あ
い
か
ら
明
る
い

建
設
の
尤
ノ
の
晋

　

白
山
国
定
公
園
の
一
角
、
名
の
あ

る
九
頭
竜
峡
を
上
る
と
一
き
わ
深
淵

の
ゆ
う
す
い
境
が
巳
午
淵
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
県
道
、
大
野

～
白
山
線
が
伸
び
て
い

て
、
こ
の
沿
線
は
山
ひ

だ
も
深
く
、
そ
の
す
そ

を
縫
っ
て
流
れ
る
打
波

川
の
渓
谷
美
は
一
し
お

人
々
の
足
を
引
き
っ
け

ず
に
は
お
か
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

プ
ウ
ー
ｙ
と
う
な
り

の
聞
え
る
第
一
発
電
所

を
下
に
見
て
、
し
ば
し

行
く
と
打
波
川
と
谷
司

川
の
ほ
と
り
に
集
る
四
十
七
戸
が
下

打
波
部
落
で
あ
る
。

　

昔
か
ら
、
水
は
村
を
作
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
川
に
沿
っ
た
細
長
い

村
に
は
、
小
学
校
、
農
協
支
所
、
た

ば
こ
屋
な
ど
が
あ
り
、
不
自
由
を
感

じ
な
い
程
度
の
日
用
雑
貨
が
そ
ろ
っ

て
い
る
。

　

夏
癩
乃
ほ
と
ん
ど
を
出
乍
り
生
回

で
暮
し
て
い
る
が
、
ち
よ
う
ど
訪
れ

た
唄
は
お
盆
で
、
山
か
ら
下
り
た
村

人
が
全
部
顔
を
見
合
す
楽
し
い
時
期

で
あ
る
。
お
盆
に
は
、
氏
神
、
白
山

神
社
の
境
内
に
老
人
も
子
供
も
集
り

楽
し
げ
に
夜
ふ
け
も
忘
れ
て
踊
り
続

け
ら
れ
る
。

　

こ
こ
の
村
人
は
昔
か
ら
人
情
が
厚

く
林
業
を
生
業
と
し
て
い
る
。
部
落

民
の
中
に
も
山
林
を
有
し
な
い
者
も

あ
る
が
、
部
落
の
取
り
決
め
の
外
は

誰
の
山
々
へ
も
立
ち
入
り
は
自
由
と

な
っ
て
い
る
。

　

部
落
に
普
請
な
ど
が
あ
る
と
、
村

中
か
ら
寄
り
集
っ
て
手
伝
い
、
そ
の

ほ
か
冠
婚
葬
祭
は
質
素
に
行
う
と
い

う
規
定
が
作
ら
れ
て
今
も
実
行
さ
れ

て
い
る
。

　

冷
た
い
木
枯
が
吹
い
て
、
高
い
山

々
に
雪
が
か
か
る
と
、
山
か
ら
降
り

て
本
宅
に
戻
り
、
長
い
冬
眠
生
活
に

入
る
が
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
日
常

生
活
に
変
化
の
少
い
部
落
民
は
、
か

つ
て
は
あ
ち
こ
ち
に
集
ま
り
ト
バ
ク

な
ど
の
悪
習
で
、
家
庭
の
不
和
や
近

隣
の
感
情
を
害
し
た
時
代
も
あ
っ
た

が
、
最
近
は
部
落
の
指
導
者
ら
が
こ

の
が
弊
を
な
く
し
よ
う
と
、
社
会
学

級
、
青
年
団
の
演
芸
会
、
今
も
古
く

か
ら
残
っ
て
い
る
義
太
夫
、
芝
居
な

ど
を
盛
ん
に
行
い
、
明
る
い
娯
楽
に

変
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
二
百
町
歩
の
部
落
有
林
を
毎

年
三
町
歩
ず
つ
共
同
植
林
し
て
、
部

所
の
基
本
財
産
を
増
や
し
、
不
時
の

災
難
か
ら
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。
な

お
文
化
の
時
代
に
遅
れ
ま
い
と
、
今

春
か
ら
簡
易
水
道
を
計
画
し
て
い
た

が
、
こ
の
ほ
ど
市
の
補
助
も
確
定
、

十
月
末
日
に
は
こ
の
夢
も
結
び
そ
う

だ
と
、
五
人
の
水
道
委
員
が
楽
し
げ

に
語
り
あ
っ
て
い
た
。

　

お
盆
が
す
ぎ
る
と
ま
た
山
に
登
り

こ
つ
こ
つ
と
森
林
の
手
入
れ
や
林
産

物
の
生
産
に
精
出
す
が
、
ひ
な
び
た

手
か
ら
、
す
い
ら
ん
の
山
々
が
作
ら

れ
、
大
野
市
の
森
林
資
源
は
ま
す
ま

す
増
え
て
行
く
。

（写真は水道施設を討議する委員たち）

無縁ふん墓の

移転改葬お知らせ

　

都
市
計
画
街
路
事

業
七
間
線
の
工
事
を

行
う
た
め
市
で
は
こ

の
道
路
敷
と
な
る
円

和
寺
、
光
玖
寺
、
妙

典
寺
の
境
内
に
あ
る

墳
墓
の
移
転
を
、
関

係
者
の
協
力
に
よ
つ

て
行
っ
て
来
ま
し
た
が
、
今
な
お
円

和
寺
に
三
基
、
光
玖
寺
に
九
基
、
妙

典
寺
に
二
十
一
基
の
無
縁
墳
墓
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
無
縁
墳
墓
に
心
当
り
の
あ
る

方
は
十
月
二
十
日
ま
で
に
市
役
所
建

設
課
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。
こ
の
期

日
ま
で
に
申
し
出
の
な
い
場
合
は
、

適
当
な
処
理
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
は
許

し
を
受
け
て
か
ら

　

旧
大
野
町
お

よ
び
旧
下
庄
町

の
一
部
9
メ
ー
或

な
ら
び
に
鉄
道
軌
道
の
用
地
な
ど
に

看
板
、
立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り

札
、
広
告
塔
、
広
告
板
を
掲
げ
る
と

き
は
、
五
日
以
内
の
掲
示
の
場
合
に

お
い
て
は
市
役
所
の
建
設
課
へ
、
五

日
を
越
え
る
も
の
は
土
木
出
張
所
へ

届
け
司
て
下
さ
い
。
玄
た
、
道
路
境

界
か
ら
二
尺
以
上
突
き
出
た
看
板
な

ど
は
。
土
木
出
張
所
で
許
し
を
受
け

な
い
と
道
路
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま

す
。

※
今
月
の
市
税
市
民
税
第
三
期
分
納
期
十
月
Ξ
十
日
ま
で
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※
自
衛
官
第
四
次
募
集
奮
っ
て
応
募
を
、
受
付
は
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
、
市
役
所
総
務
課
へ

①

旧
大
野
町
の
国
保
再
開
と
、
市
民

の
方
々
か
ら
國
保
を
よ
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
月
か
ら

「
国
保
相
談
室
」
を
設
け
て
応
答
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
カ
ッ
ト

有
西
校
松
沢
修
」
君
の
応
募
作
）

国
民
皆
保
険
と
は

A
子
よ
く
耳
に
す
る
国
民
皆
保
険

と
は
ど
ん
な
事
で
す
か
。

　

お
答
国
民
の
う
ち
約
二
千
六
百

万
人
が
い
ず
れ
の
医
療
保
険
に
も
入

っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
方
々
を

皆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
せ
て
、

国
民
を
病
魔
か
ら
守
ろ
う
と
い
う
の

が
国
民
皆
保
険
で
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
省
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
度

か
ら
四
ヵ
年
計
画
で
、
国
民
皆
保
険

の
実
現
を
す
る
た
め
、
今
そ
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
次
期
の
通
常
国

会
に
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正

案
と
、
療
養
給
付
に
必
要
な
国
の
予

算
案
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

聞
き
難
い
時
は
中
継
局

市
長
さ
ん
上
京
し
陳
情

NHK放送

九
月
二
十
二
日
、
上
京
の
斎

藤
市
長
は
福
田
元
代
議
士
と

と
も
に
、
中
央
区
内
幸
町
の

日
本
放
送
協
会
を
訪
れ
、
大

野
市
は
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め

電
波
の
感
度
が
非
常
に
わ
る
く
、
受

信
が
困
難
で
あ
る
か
ら
、
ぜ
ひ
中
継

放
送
局
を
設
け
て
ほ
し
い
と
要
望
し

た
結
果
、
電
波
J
O
F
G
一
、
二
三

〇
キ
ロ
サ
イ
ク
ル
を
十
月
一
日
か
ら

六
〇
〇
キ
ロ
サ
イ
ク
ル
に
変
更
し
、

そ
れ
で
な
お
聴
き
に
く
い
場
合
は
、

中
継
放
送
局
の
設
置
を
考
え
よ
う
と

い
う
確
約
が
で
き
た
。

　

な
お
こ
れ
に
つ
い
て
N
H
K
か
ら

係
員
が
大
野
へ
来
て
調
査
す
る
こ
と

に
な
り
、
一
般
聴
取
者
の
調
査
資
料

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
次
の

様
式
で
来
る
十
日
ま
で
に
市
役
所
商

工
課
あ
て
葉
書
で
お
知
ら
せ
願
い

ま
す
。

　
　

ラ
ジ
オ
聴
取
調
査

　
　
　

（
J
O
F
G
福
井
放
送
）

　

次
の
あ
て
は
ま
る
処
に
丸
を
付
け

　

て
下
さ
い
。

九
月
三
十
日
ま
で

　

（
…
…
）
良
く
き
こ
え
る

　

②
き
こ
え
な
い

　

③
雑
音
が
多
い

十
月
一
日
以
降

　

①
②
③

ラ
ジ
オ
の
球
数
球

種
類
何
式

購
入
年
月
日

声

感
じ
の
よ
く
な

っ
た
市
役
所

私
、
先
日
初
め
て

市
役
所
へ
用
た
し
に
行
き
ま
し
た
。

何
し
ろ
今
ま
で
と
違
つ
て
知
ら
ぬ
職

員
さ
ん
ば
か
り
で
し
た
の
で
ち
よ
つ

と
、
と
ま
ど
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

若
い
男
の
方
が
、
ど
ち
ら
に
御
用
で

す
か
と
わ
ざ
わ
ざ
案
内
し
て
下
さ
っ

た
。
私
は
本
当
に
頭
が
下
る
思
い
で

し
た
。
世
間
の
人
は
不
親
切
だ
、
横

平
だ
と
評
す
る
事
が
多
い
が
私
は
そ

ん
な
事
は
絶
対
に
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
親
し
ま
れ
る
市
役
所
、
気

持
の
よ
い
市
役
所
、
そ
れ
こ
そ
私
た

ち
の
市
役
所
で
す
。
市
民
へ
の
サ
ー

ビ
ｙ
機
関
で
あ
る
市
役
所
が
良
く
な

る
の
も
悪
く
な
る
の
も
直
接
窓
口
の

応
待
一
っ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

帰
り
に
特
に
気
を
付
け
て
見
る
と

今
ま
で
暗
か
っ
た
収
入
役
室
も
ガ
ー
フ

フ
張
り
で
明
る
く
、
庁
内
の
掃
除
も

良
く
行
き
届
い
て
い
て
、
気
持
よ
く

感
じ
ら
れ
、
玄
関
や
庭
も
き
れ
い
に

掃
除
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
ゆ
か

い
に
用
た
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
（
二
番
上
T
生
）

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

領
家
・
地
頭
方
は
荘
園
の
な
ご
り

荘園というのは、平安時代に、社寺領や開墾

した土地で、課税されなかった。鎌倉幕府は

全国に守護、地頭をおいて、とりしまりや年

貢のとりたてをさせた。今日、阿難ネ目、平沢。

木本、森政などに残る領家、地頭方の部落名は

前者が荘園の領主がいた所、後者が地頭のお

かれた所であると考えられる。

j
ん

‘
″
I
一
E

ｔ

△
毎
月
一
日
は
あ
ぷ
ら
の
日

　

日
本
人
の
食
べ
る
油
の
量
は
、

一
人
当
り
一
日
七
・
五
グ
ー
フ
ム
（
小

さ
じ
二
杯
半
）
と
い
わ
れ
て
い
る

欧
米
人
に
比
べ
る
と
、
約
十
分
の

一
で
あ
る
。
私
達
の
健
康
を
保
つ

た
め
に
は
、
更
に
油
を
多
く
と
る

事
が
望
ま
し
い
の
で

食
帽
庁
で
は
、
九
月

以
降
毎
月
一
日
を
、

「
あ
ぶ
ら
の
日
」
と

定
め
、
一
日
一
人
当
り
の
消
費
量

を
十
グ
ー
フ
ム
（
小
さ
じ
三
杯
半
）

食
べ
る
よ
う
に
す
す
め
て
い
る
。

　

油
を
使
っ
て
お
い
し
い
調
理
を

す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
油
は
ユ

ロ
ツ
ケ
と
か
天
ぷ
ら
用
に
、
二
番

目
の
油
は
魚
や
肉
の
揚
げ
も
の
に

三
番
目
の
油
は
い
た
め
も
の
に
使

い
わ
け
を
す
る
と
よ
い
。

△
コ
ン
ロ
の
火

　

＝
ン
ロ
に
火
を
起
す
場
合
、
消

し
炭
か
、
や
お
ら
か
い
炭
に
石
油

を
に
じ
ま
せ
、
そ
れ
を
二
、
三
個

中
心
に
し
て
、
ま
わ
り
に
炭
を
置

き
火
を
つ
け
る
と
、

う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

△
よ
ご
れ
た
油

　

フ
ラ
イ
な
ど
し
て
よ
ご
れ
た
油

や
、
古
い
油
は
ジ
ョ
ウ
ゴ
に
日
本

紙
を
し
き
、
友
を
少
し
入
れ
、
も

う
一
枚
紙
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上

か
ら
油
を
そ
そ
い
で
こ
す
と
、
か

す
が
全
部
と
れ
て
き
れ
い
に
な
り

ま
ず
。

m’m5W±i6’

民
政
民
治
に
力
を
尽
さ
れ
た

松
平
但
馬
守
直
良
公

　

寺
町
の
円
立
寺
境
内
に
は
、
古
い

墓
碑
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
な
か
に
「
松
巌
院
殴
」
と
記
し
た

法
名
の
墓
が
一
基
あ
り
ま
す
。

　

か
な
り
荒
れ
て
い
て
、

ほ
と
ん
ど
無
縁
ど
う
よ
う

に
な
つ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
徳
川
家
康
の
孫
、
松
平

但
馬
守
直
良
（
な
お
な
が
）

の
墓
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん

　

直
良
は
福
井
藩
祖
、
松

平
秀
康
の
六
男
で
あ
り
、

こ
の
方
は
慶
長
七
年
三
月
二
十
五
日

福
井
で
誕
生
し
、
若
い
時
は
随
分
荒

っ
ぽ
い
方
で
あ
り
ま
し
た
が
、
木
の

本
一
万
五
千
石
よ
り
勝
山
三
万
五
千

石
に
転
じ
、
正
保
元
年
勝
山
か
ら
大

野
五
万
石
に
封
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
今
よ
り
三
百
四
十
一
年
前

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
若
い
時
の
荒

さ
は
温
厚
寛
大
に
打
っ
て
変
り
、
在

任
中
、
特
に
民
政
民
治
に
力
を
い
た

さ
れ
、
極
め
て
平
民
的
な
方
で
盆
や

祭
に
な
る
と
村
々
へ
徒
歩
で
出
か
け

若
者
ら
と
I
緒
に
ほ
お
冠
り
を
し
て

踊
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
自
か
ら
音
頭

を
取
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
夜
分
な
ど
時
折
り
農
村
を
微
行

し
、
窓
ノ
ソ
キ
な
ど
を
し
て
、
ひ
そ

か
に
領
民
の
生
活
風
習
な
ど
を
査
察

さ
れ
、
民
治
の
改
良
に
資
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
人
民
を
愛
ぶ
さ
れ

慈
悲
を
施
さ
れ
た
話
し
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

延
宝
六
年
六
月
二
十
五
日
大
野
で

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
行
年
七
十
八

歳
。
寺
町
円
立
寺
に

葬
り
、
松
巌
院
殴
と

お
く
り
名
さ
れ
ま
し

た
。

　

在
任
実
に
三
十
七
年
、
領
民
は
そ

の
‘
徳
を
し
の
び
、
慈
母
を
失
っ
た
如

く
悲
し
み
ま
し
た
。
今
な
お
各
寺
社

民
家
な
ど
に
、
公
の
御
墨
付
ま
た
は

什
物
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
れ
は
て
た
あ
の
墓
所
を
修
理
し

供
養
を
の
べ
る
こ
と
は
、
大
野
市
民

の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
写
真
は
荒
廃
に
ま
か
せ
た
松
平
直

良
公
の
墓
）
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